
令和４年度 決算（見込） 状況について （国保特別会計）

１. 被保険者数・外国人被保険者数・高齢化率 推移 (年度末）

21.2％→ 21.2％

「社会保険の適用拡大」と「団塊世代の後期への移行」で被保険者数は

△4.6％減に

入国制限の緩和などにより外国人被保険者割合は維持

２. 保険給付費・1人あたり保険給付費 推移（決算値）

薬価引き下げも1人あたり保険給付費は引き続き増加

・保険給付費総額は被保険者数の減少に伴い減少 （△0.1％）

・一方、1人あたり保険給付費は前年度に引き続き増加、コロナ前を上回る水準に
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〇被保険者・減の内訳

年度 減・合計 社保加入 割合 後期加入 割合

30 5,784人 2,308人 39.9% 661人 11.4%

Ｒ1 5,478人 2,318人 42.3% 553人 10.1%

Ｒ2 5,125人 2,160人 42.1% 436人 8.5%

Ｒ3 4,932人 2,108人 42.7% 592人 12.0%

Ｒ4 5,284人 2,424人 45.9% 736人 13.9%

※また、団塊の世代が後期に移行したことにより、全被保険者に対して
前期高齢者（65～74歳）の占める割合が減少

増・合計 対前年度比
　他県から

転入
対前年度比

Ｒ2 4,822人 1,397人

Ｒ3 4,036人 △ 16.3 1,020人 △ 27.0

Ｒ4 4,482人 + 11.1 1,372人 + 34.5

※他県（国外）
からの転入の増
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コロナの感染拡大⇒

▶給付費 △ 0.1％
▶１人あたり ＋ 4.1％

コロナの感染拡大を受けて、傷病手当金は申請が急増

・件数は約2.5倍増も、療養期間の短縮を受けて、支給日数は約3日間の減

支給件数 支給額

R2 2件 127,340円

R3 31件 1,812,159円

R4 80件 2,895,036円

（療養期間）
原則10日間 ⇒ R4.9月～7日間へ

平均支給日数 平均支給額

R3 8.6日間 58,457円

R4 4.9日間 36,188円
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３. 特定健診受診率 推移 （蕨市・県内平均）

現年度 調定額 （前年度との比較）

調定額 +185,393,600円

 1人あたり調定額 + 14,323円

受診率（見込）は 前年度を上回る

・受診率見込は前年度をわずかに上回った。県内平均見込と同率

・健診期間は引き続き、延長して対応（R5健診期間は通常期間：6～10月）

調定額は 12.4％の増・１人あたり調定額は 17.1％の増

・その主な要因は「税率の改定」・「所得の増」である。

受診率向上への取組

４. 現年度 調定額・１人あたり調定額 推移 （決算値）

【健診期間の延長】
R2 ：9～2月
R3・4：6～2月
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現年度調定額 1人あたり調定額

広域化

税率改正税率改正

税率の改定 所得の増
早期受診キャンペーン

オリジナルジャケットを9月
までに3年連続・初めて受診
した人の中から抽選で300名
の方にプレゼントを実施

ＳＭＳによる勧奨

携帯電話のショートメッセージ
サービス（SMS）を利用して、
特定健診の受診勧奨を実施 R5（本算定） R4（本算定） R3（本算定）

1世帯あたり
所得額

1,443,644円 1,493,441円 1,343,223円

前年度比 △ 3.3 11.2 △ 4.2
R３ R４

送信件数 2,192件 2,449件

送信率 93.2% 96.0%

伸び率（受診） ▲1.3％ +0.1％

（開始3か月の受診人数）

R3 1,458人

R4 1,625人
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５. 保険税収納率の推移 （現年度・滞納繰越）

広がるスマートフォンによる納付

・令和３年度より開始したスマートフォンアプリ決済による納付件数は増加

６. その他一般会計繰入金・１人あたり繰入金額 推移

年 度 R 2 決算額 R 3 決算額 R 4 決算額

その他一般
会計繰入金

267,134,730円 407,671,243円 195,069,671円

対前年度比 △62.4 ＋52.6 △52.2

要 因

①納付金・減
△約2億7,800万円

⇒県内49市町・減
過年度過多金40億円活用

②保険税収入・増
→税率改定
→被保険者数減少の
鈍化

①納付金・増
＋約1億1,400万円

⇒県内63市町・増
過年度過多金なし

②保険税収入・減
→被保険者数の減少加
速
年度平均 △631人

①納付金・減
△1,300万円

⇒被保険者数の減少

②保険税収入・増
+1憶9,000万円

→税率改定
⇒所得の増

その他一般会計繰入金は 約５割超の 減

・被保険者数減少に伴う納付金の減や税率改定による保険税収入の増が

その主な要因
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その他一般会計繰入金
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R３ R４
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納付金額 68,139,925円 82,487,924円
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